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令和５年４月15日発行議会だより議会だより

33月定例会月定例会

瑞色鮮 　（福澤 孝哉 さん） 14Ｐ

一 般
質 問 3人の議員が町政を問う 11P～13P

予 算
審 議 地域おこし協力隊増員の考えは 4Ｐ～8P

9Ｐ委員会レポート（社会文教常任委員会）委員会レポート（社会文教常任委員会）
10Ｐ議会報告と町民との意見交換会

　

茶
内
小
学
校
の
卒
業
式
が
３

月
17
日
に
行
わ
れ
、
18
人
の
卒

業
生
が
６
年
間
学
ん
だ
校
舎
に

別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
は
中
学
生
。
学
び

の
多
い
充
実
し
た
３
年
間
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

表
紙
の
写
真
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定例会
33月月
8日〜14日

具現化される防災事業具現化される防災事業
津波避難施設整備工事を実施津波避難施設整備工事を実施

　

令
和
５
年
第
１
回
定
例
会
が
３
月
８
日
か
ら
、
７
日
間
（
休
会
２
日
含
む
）
の
日
程
で

開
か
れ
ま
し
た
。
町
長
か
ら
町
政
執
行
方
針
、
教
育
長
か
ら
教
育
行
政
執
行
方
針
が
示
さ

れ
予
算
審
議
な
ど
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
は
、
令
和
４
年
度
の
補
正
予
算
を
は
じ
め
令
和
５
年
度
当
初
予
算
お
よ
び

条
例
制
定
な
ど
30
議
案
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
は
３
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

千
島
海
溝
沿
い
の
巨
大
地
震
・�

�

津
波
対
策
事
業
を
今
年
度
よ
り
実
施

①
丸
山
散
布
人
工
高
台
造
成
工

事
を
２
カ
年
で
実
施
す
る
も

の
で
総
事
業
費
４
億
３
３
２

４
万
円
。

・
令
和
５
年
度
の
工
事
内
容

　

液
状
化
対
策・取
付
道
路
な
ど

�

事
業
費
２
億
４
０
４
８
万
円

・
令
和
６
年
度
の
工
事
内
容

　

盛
土
・
排
水
構
造
物
・
護
岸

工
事
と
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
工

事
な
ど

�

事
業
費
１
億
９
２
７
６
万
円

②
霧
多
布
高
等
学
校
屋
外
避
難

階
段
を
整
備
す
る
も
の
で
事

業
費
６
１
０
０
万
円
。

　

工
事
内
容
は
、
３
階
の
バ
ル

コ
ニ
ー
に
階
段
設
置
と
屋
上

に
転
落
防
止
柵
な
ど

③
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
基
本
設

計
委
託
を
す
る
も
の
で
事
業

費
４
１
１
１
万
円
。

　

調
査
内
容
は
、
津
波
避
難
タ

ワ
ー
建
設
場
所
４
箇
所
の
地

質
調
査
な
ど

④
津
波
救
命
艇
を
購
入
す
る
も

の
で
事
業
費
１
７
８
２
万
円
。

　

Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
25
人
乗
り
一
艇
を

霧
多
布
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

近
隣
に
設
置

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー�

改
修
工
事
を�

�

２
カ
年
で
実
施

建
設
か
ら
35
年
が
経
過
し
、
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら

今
年
度
よ
り
実
施
す
る
も
の
で

総
事
業
費
11
億
９
８
５
９
万
円
。

・
令
和
５
年
度
の
工
事
内
容

　

屋
上
防
水
・
外
壁
改
修
な
ど

　

事
業
費
６
億
１
６
４
５
万
円

・
令
和
６
年
度
の
工
事
内
容

　

内
部
改
修
（
床
・
壁
・
天
井
）

　

電
気
・
機
械
設
備
改
修
な
ど

�

事
業
費
５
億
８
２
１
４
万
円

避難施設となる霧多布高校
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令和5年度 一般会計予算令和5年度 一般会計予算

総額総額92億6357万円92億6357万円にに

各会計の当初予算と前年対比

一般会計予算の内訳

会　計　別
歳入歳出予算額

増減率（%）
令和5年度 令和4年度

一 般 会 計 92億6357万円 79億7861万円 � 16.1

特
別
会
計

国民健康保険 11億8863万円 12億3766万円 △� 4.0 5224万円
後期高齢者医療 7901万円 7856万円 � 0.6 2385万円
介 護 保 険 4億9335万円 4億7698万円 � 3.4 7728万円
浜 中 診 療 所 3億4012万円 2億7491万円 � 23.7 1億6353万円

合 計 113億6468万円 100億4672万円 � 13.1 3億1690万円
企業会計　（企業会計とは、民間企業と同じような経理を行う会計です。）

収入 支出 収入 支出 増減率（%）

水道事業
収益的 1億9175万円 1億9175万円 2億796万円 2億796万円 △� 7.8

5353万円
資本的 2億8729万円 3億3188万円 5822万円 9773万円 � 239.6

※資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額4459万円は、過年度分損益勘定留保資金で補てんする。

下水道事業
収益的 4億521万円 4億521万円 − − � −

2億3219万円
資本的 1億1032万円 2億856万円 − − � −

※資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額9824万円は、当年度分損益勘定留保資金で補てんする。
※地方公営企業法適用初年度のため、令和5年度の欄のみ記載

一般会計からの
補　　助　　金

一般会計からの
補　　助　　金

一般会計からの
繰　　出　　金

議会費
5267万円

その他の支出
500万円

国庫支出金
7億836万円

道支出金
3億5644万円

使用料及び手数料
1億7527万円

繰入金
8億480万円

地方譲与税
1億2320万円

町債（借金）
13億1670万円

諸収入
7844万円

分担金及び負担金
6296万円

寄附金
（ふるさと納税ほか）
11億304万円

その他の収入
1億9822万円

町税
7億9714万円 土木費

7億9667万円

消防費
6億8010万円

教育費
11億7523万円

公債費（借入金返済）
10億3640万円

給与費
13億393万円

地方交付税
35億3900万円

商工費
1億5806万円 農林水産業費

6億7101万円

衛生費
7億6370万円

民生費
8億7253万円

総務費
17億4827万円

予算の概要予算の概要
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予算審議から

問�

改
修
工

事
費
７
６
１

０
万
円
の
内

容
と
工
期
お

よ
び
期
間
中

の
対
応
は
。

答�

長
寿
命

化
計
画
に
基

づ
く
改
修
で

工
事
内
容
は

外
壁
の
塗
装�

屋
上
防
水
・

外
部
建
具
交

換
・
ト
イ
レ

改
修
な
ど
で

工
期
は
４
カ

月
程
度
を
予

定
。
外
部
改

修
が
主
な
の

で
衛
生
セ
ン

タ
ー
の
稼
働

を
止
め
ず
に

工
事
が
で
き

る
。

老朽化が目立つ衛生センター

地域おこし協力隊増員の考えは
問�

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
要

す
る
経
費
８
５
９
万
円
は
、
現

在
活
動
し
て
い
る
２
人
の
隊
員

分
で
あ
り
、
報
酬
な
ど
の
人
件

費
は
国
が
負
担
す
る
事
業
で
あ

る
。
管
内
他
町
村
で
は
５
～
６

人
を
募
集
し
起
業
や
定
住
に
結

び
付
け
て
い
る
。

　

募
集
す
る
業
務
内
容
を
町
の

業
務
に
限
定
せ
ず
、
産
業
団
体

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
で
の
活
動
も
募

集
メ
ニュー
に
加
え
る
こ
と
で
、

隊
員
の
選
択
肢
も
広
が
り
増
員

が
期
待
で
き
る
。

　

各
団
体
へ
の
意
向
調
査
を
実

施
す
る
考
え
は
。

答�
来
年
度
の
募
集
に
向
け
、

役
場
全
課
で
協
力
隊
の
募
集
メ

ニ
ュ
ー
を
検
討
し
て
い
る
。
現

在
い
る
１
人
は
、
湿
原
セ
ン
タ

ー
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
こ

と
か
ら
も
民
間
団
体
の
意
向
を

聞
き
取
り
、
町
の
施
策
と
合
致

す
る
よ
う
な
業
務
内
容
で
あ
る

こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
協
議
し
て

い
く
。

　

周
知
方
法
は
広
報
誌
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
考
え
て
い
る
。 湿原センターを拠点に活動している協力隊員

衛
生
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
の
内
容
は
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農業後継者対策協議会の現状は

浜中福祉会補助の内容は

問�

農
業
後
継

者
対
策
事
業
補

助
１
２
０
万
円

は
町
と
農
協
が

同
額
拠
出
し
て

行
な
う
も
の
で

あ
る
が
、
近
年

思
う
よ
う
な
事

業
展
開
が
で
き

て
い
な
い
。
ま

た
、
時
代
の
変

化
に
合
わ
せ
た

新
た
な
方
策
も

含
め
検
討
が
必

要
と
考
え
る
が
。

　

さ
ら
に
は
、

農
業
に
限
ら
ず

漁
業
・
商
工
業

も
含
め
て
取
り

組
む
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

そ
の
中
で
、
事
業
の
見
え
る

化
を
図
る
と
と
も
に
管
内
の
各

農
協
と
も
連
携
強
化
や
情
報
発

信
の
あ
り
方
な
ど
を
検
討
し
て

い
る
。

　

漁
業
な
ど
の
後
継
者
対
策
に

組
合
が
予
算
を
拠
出
し
て
取
り

組
む
こ
と
は
難
し
い
と
の
こ
と

か
ら
、
意
向
調
査
な
ど
を
含
め

今
後
の
課
題
と
考
え
る
。

答�
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
イ
ベ
ン

ト
な
ど
は
、
こ
こ
数
年
全
て
中

止
と
な
っ
て
い
る
。
昨
年
末
に

な
っ
て
コ
ロ
ナ
の
収
束
が
少
し

見
え
て
く
る
中
、
２
件
の
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
が
ま
だ
成

果
に
は
繋
が
っ
て
い
な
い
。

　

現
在
、
町
・
協
議
会
に
加
え
、

新
た
に
企
画
会
社
を
含
め
て
進

め
て
い
る
。

問�

福
祉
会
補
助
３
８
７
８
万

円
は
法
人
の
運
営
、
職
員
住
宅

建
設
の
補
助
で
あ
る
が
そ
の
内

容
は
。

　

ま
た
、
最
近
の
施
設
入
所
者

の
状
況
と
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
へ

の
対
応
は
。

答�

こ
の
施
設
を
今
後
も
維
持

し
て
い
く
上
で
法
人
の
経
営
安

定
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
今
回
、
前
年
対
比
増

の
内
容
は
令
和
３
年
度
決
算
時

に
お
い
て
取
り
崩
し
た
基
金
５

３
８
万
円
を
補
填
。

　

職
員
住
宅
建
設
に
要
し
た
費

用
４
２
９
０
万
円
の
う
ち
見
込

ま
れ
る
家
賃
収
入
２
２
０
８
万

円
を
除
く
２
０
８
２
万
円
を
今

後
10
年
間
補
助
す
る
も
の
で
５

年
度
分
を
計
上
。

　

施
設
入
所
者
は
、
令
和
４
年

度
末
に
は
49
人
を
予
定
し
て
お

り
一
定
の
改
善
が
図
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

の
現
状
は
コ
ロ
ナ
過
に
加
え
て

男
女
の
比
率
も
あ
り
一
日
平
均

３
～
４
人
で
月
平
均
延
べ
54
人

程
度
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も

で
き
る
限
り
の
受
け
入
れ
態
勢

を
取
っ
て
い
く
。

「ハイツ･野いちご」の職員住宅

問�

港
湾
物
揚
場

路
面
補
修
工
事
１

６
６
万
円
の
内
容

と
補
修
時
期
は
。

答�

夏
場
の
昆
布

漁
最
盛
期
に
粉
じ

ん
が
舞
っ
て
し
ま

い
、
昆
布
干
し
や

物
揚
場
の
作
業
で

昆
布
に
埃
が
付
着

し
て
し
ま
う
こ
と

か
ら
、
衛
生
面
の

対
策
と
し
て
の
道

路
舗
装
で
あ
る
。

　

潮
路
橋
北
側
の

全
長
１
７
０
ｍ
、

幅
４
ｍ
、厚
さ
０
・

１
ｍ
を
棹
前
昆
布

漁
が
始
ま
る
６
月

上
旬
ま
で
に
簡
易

舗
装
す
る
。

海
産
干
場
の
粉
じ
ん
対
策
は

粉じん対策が施される臨港道路
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問�

５
年
度
当

初
予
算
の
ふ
る

さ
と
納
税
は
11

億
円
を
見
込
ん

で
い
る
が
、
前

年
度
実
績
と
寄

付
額
が
増
え
た

要
因
は
。

　

ま
た
、体
験
・

宿
泊
型
旅
行
を

返
礼
品
に
加
え

る
な
ど
新
た
な

取
り
組
み
は
。

答�

２
月
末
ま

で
の
実
績
は
、

６
万
１
７
２
９

件
の
10
億
１
１

７
３
万
円
で
前

年
比
30
％
程
度

の
増
で
あ
る
。

　

要
因
は
、
返

礼
品
事
業
者
が

７
増
の
28
事
業

者
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
返
礼
品

目
も
59
増
の
２

問�

工
事
請
負
費
１
９
０
０
万

円
で
改
修
さ
れ
る
施
設
名
と
内

容
は
。

　

ま
た
、施
設
の
利
用
状
況
は
。

答�

円
朱
別
会
館
の
屋
上
防
水

改
修
工
事
で
１
１
７
０
万
円
。

　

報
告
さ
れ
て
い
る
４
～
９
月

ま
で
の
利
用
状
況
は
、
総
会
な

ど
の
会
議
で
５
回
、
調
理
室
で

の
活
動
が
７
回
の
計
12
回
。

　

も
う
１
件
は
、
霧
多
布
中
央

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
外
壁
・
屋
根
の
塗
装
な
ど
で

７
３
０
万
円
。

　

４
～
９
月
の
利
用
状
況
は
、

葬
儀
で
２
回
、
サ
ー
ク
ル
活
動

で
２
回
、
民
間
業
者
へ
の
貸
し

出
し
で
８
回
の
計
12
回
。

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の

�

新
た
な
取
り
組
み
は

塗装工事が施されるコミセン

７
０
品
目
に
な
り
、
海
産
物
の

需
要
が
伸
び
た
こ
と
に
加
え
、

主
力
の
ハ
ー
ゲ
ン
ダ
ッ
ツ
も
約

１
４
４
％
と
伸
び
て
い
る
。
今

後
も
、
魅
力
的
な
返
礼
品
の
開

発
や
サ
イ
ト
の
掲
載
方
法
な
ど

も
事
業
者
と
協
議
し
て
い
く
。

　

旅
行
需
要
の
増
か
ら
も
返
礼

品
と
し
て
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

は
可
能
性
が
あ
り
、
カ
ヌ
ー
・

カ
ヤ
ッ
ク
や
乗
馬
体
験
な
ど
の

メ
ニ
ュ
ー
を
新
年
度
か
ら
ス
タ

ー
ト
さ
せ
る
。
た
だ
、
求
め
ら

れ
る
旅
行
形
態
は
、
体
験
・
観

光
・
宿
泊
・
食
が
セ
ッ
ト
と
な

っ
た
も
の
が
多
く
、
現
在
セ
ッ

ト
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
を
事
業
者

が
検
討
中
で
あ
る
。

　

ま
た
、
首
都
圏
納
税
者
を
対

象
に「
ふ
る
さ
と
レ
ス
ト
ラ
ン
」

と
し
て
浜
中
産
食
材
を
使
用
し

た
食
事
を
返
礼
品
に
加
え
る
べ

く
「
横
浜
み
な
と
み
ら
い
」
に

あ
る
高
梨
ミ
ル
ク
レ
ス
ト
ラ
ン

で
協
議
さ
れ
て
い
る
。

　

た
だ
、
ふ
る
さ
と
納
税
は
、

単
に
自
主
財
源
の
確
保
が
目
的

で
は
な
く
、
農
漁
業
の
生
産
活

動
の
強
化
と
交
流
関
係
人
口
の

増
加
に
よ
る
地
域
活
性
化
が
大

き
な
目
的
と
考
え
て
い
る
。

公の集会施設改修工事の内容は

新メニュー　渚の乗馬体験
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問�

新
川
船
揚
場
工
事
は
、
右

岸
導
流
堤
の
改
修
で
、
上
部
工

約
38
ｍ
、
鋼
矢
板
工
約
36
ｍ
で

今
年
度
で
完
成
す
る
と
の
こ
と

で
あ
る
が
工
期
は
。

答�

船
揚
場
工
事
は
７
年
目
で

今
年
度
工
事
費
７
６
５
３
万
円

を
も
っ
て
完
成
と
な
る
。
工
期

は
９
月
か
ら
３
月
の
予
定
。

今年度で完成する新川航路

新
川
船
揚
場
工
事
の
内
容
は

母
子
保
健
検
診
予
算
の
増
額
は

補修されるバードカービング

湿原センターの修繕は
問�

霧
多
布
湿
原
セ
ン
タ
ー
修

繕
費
１
０
７
万
円
の
内
容
と
管

理
運
営
負
担
金
２
１
９
万
円
増

額
の
要
因
は
。

答�

修
繕
の
内
容
は
授
乳
室
に

火
災
報
知
器
と
誘
導
灯
の
設
置

で
33
万
円
。
施
設
内
に
展
示
し

て
い
る
バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
の

修
繕
に
21
万
円
。
２
階
カ
フ
ェ

の
排
煙
シ
ス
テ
ム
４
基
分
の
修

繕
に
53
万
円
。

　

湿
原
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
料

の
増
額
は
電
気
料
金
の
高
騰
に

よ
る
も
の
。

問�

昨
年
度
ま
で
、
日
本
赤
十

字
病
院
と
マ
タ
ニ
テ
ィ
ア
イ
に

委
託
し
て
い
た
各
種
母
子
検
診

と
産
前
・
産
後
ケ
ア
の
委
託
料

が
約
30
万
円
増
額
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
妊
産
婦
通
院
交
通
費

な
ど
へ
の
助
成
額
が
前
年
比
１

３
９
万
円
の
大
幅
な
増
額
と
な

っ
た
が
そ
の
要
因
は
。

答�

各
種
健
診
委
託
料
は
前
年

同
額
で
あ
る
が
、
産
前
・
産
後

ケ
ア
利
用
料
の
自
己
負
担
を
無

く
し
て
全
額
町
負
担
と
す
る
た

め
の
増
額
。
近
年
、
急
激
に
出

生
数
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
か

ら
安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
で

き
る
環
境
づ
く
り
で
あ
る
。

　

ま
た
、
助
成
金
の
増
額
は
、

不
妊
治
療
が
健
康
保
険
適
用
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
道
の
助
成
が

打
ち
切
り
と
な
っ
た
。

　

た
だ
、
保
険
が
適
用
と
な
っ

て
も
３
割
が
自
己
負
担
で
あ
り

高
額
な
こ
と
か
ら
、
町
が
自
己

負
担
分
を
助
成
す
る
た
め
の
予

算
で
、
１
人
年
４
回
の
５
人
分

を
予
定
。
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その他の主な歳出（一般会計）
歳　出　の　内　訳 金　　額

じん芥処理委託料 ８１１０万円

茶内１条通局部改良工事 ８０００万円

除雪車両購入（除雪専用トラック） ６４４０万円

　

一
般
会
計
は
、
除
雪
業
務
委

託
料
６
０
０
０
万
円
の
追
加
や

年
度
末
に
お
け
る
事
業
費
の
確

定
に
伴
う
減
額
な
ど
で
予
算
総

額
を
86
億
８
２
７
０
万
円
と
し

た
。

◎
特
別
会
計

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

・
介
護
保
険
特
別
会
計

・
浜
中
診
療
所
特
別
会
計

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計

◎
企
業
会
計

・
水
道
事
業
会
計

　

特
別
会
計
、
企
業
会
計
と
も

に
令
和
４
年
度
実
績
見
込
み
に

基
づ
く
補
正
。

補
正
予
算
を
議
決

補
正
予
算
を
議
決

□
議
会
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　

議
員
の
な
り
手
不
足
が
全
国

的
に
叫
ば
れ
る
中
、
そ
の
要
因

に
は
議
員
報
酬
の
水
準
が
低
い

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

議
員
に
立
候
補
し
や
す
い
環

境
整
備
を
行
い
、多
様
な
人
材
、

特
に
若
い
世
代
を
議
会
に
送
り

出
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
議
員
報
酬
を
令
和
５
年

５
月
支
給
分
か
ら
、
月
額
１
万

８
６
０
０
円
引
き
上
げ
20
万
４

６
０
０
円
と
す
る
。
ま
た
、
議

長
、
副
議
長
、
各
常
任
委
員
長

お
よ
び
議
会
運
営
委
員
長
も
同

額
の
１
万
８
６
０
０
円
引
き
上

げ
そ
れ
ぞ
れ
議
長
31
万
３
６
０

０
円
、
副
議
長
25
万
４
６
０
０

円
、
各
常
任
委
員
長
お
よ
び
議

会
運
営
委
員
長
22
万
８
６
０
０

円
と
す
る
改
正
を
可
決
し
た
。

条
例
の
改
正
を
議
決

問�

改
修
工
事

実
施
設
計
委
託

料
７
６
０
万
円

建
物
解
体
工
事

２
２
１
０
万
円

新
築
工
事
２
億

６
８
０
０
万
円

の
内
容
は
。

答�

昭
和
63
年

築
茶
内
団
地
の

改
修
に
向
け
た

設
計
委
託
料
で

耐
力
度
調
査
と

町営住宅整備の内容は

実
施
設
計
、
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査

で
、
５
月
下
旬
か
ら
12
月
下
旬

の
７
カ
月
程
度
で
実
施
を
し
、

来
年
度
の
予
算
に
反
映
さ
せ
た

い
。

　

解
体
工
事
は
、
昭
和
47
年
築

の
茶
内
Ｂ
団
地
３
棟
の
解
体

で
、
令
和
５
年
８
月
か
ら
10
月

下
旬
ま
で
の
３
カ
月
を
予
定
し

て
い
る
。

　

新
築
工
事
は
茶
内
団
地
１
棟

８
戸
の
建
設
で
本
年
が
３
棟
目

と
な
る
。

４年度に完成した茶内団地（２棟目）
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舎
は
築
45
年
以
上
経
過
し
て
お

り
、
学
校
施
設
の
老
朽
化
対
策

は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
の
学
校
の
統
廃
合
も

含
め
、
時
間
を
要
す
る
も
の
で

は
あ
る
が
、
早
急
に
着
手
す
る

必
要
が
あ
る
。

③
新
し
い
学
校
づ
く
り
に
向
け

た
適
正
規
模
・
適
正
配
置
の

検
討
に
つ
い
て

　

学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配

置
の
検
討
は
、
児
童
生
徒
の
教

育
環
境
を
よ
り
良
く
す
る
目
的

で
行
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
学

校
統
合
を
行
う
か
、
今
あ
る
学

校
を
残
し
つ
つ
、
小
規

模
校
の
良
さ
を
生
か
し

た
学
校
づ
く
り
を
行
う

か
、「
小
中
一
貫
教
育
」

制
度
を
導
入
す
る
か
、

「
義
務
教
育
学
校
」を
設

置
す
る
か
な
ど
、
活
力

あ
る
学
校
づ
く
り
を
ど

の
よ
う
に
推
進
す
る
か

は
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
細
か
な
検
証
が
必

要
に
な
る
。

　

今
後
、
教
育
委
員
会

に
お
い
て
、
浜
中
町
の

新
し
い
学
校
づ
く
り
に

向
け
て
「
浜
中
町
学
校

適
正
規
模
・
適
正
配
置

検
討
委
員
会
」が
設
置
さ
れ
、令

和
５
年
度
よ
り
学
校
適
正
配
置

基
本
計
画
の
策
定
を
取
り
進
め

て
い
く
こ
と
と
な
る
が
、
策
定

に
あ
た
っ
て
は
保
護
者
の
声
・

地
域
の
声
を
反
映
さ
せ
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
何
よ
り

も
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ
り

良
い
教
育
環
境
に
し
て
い
く
こ

と
を
強
く
望
む
と
と
も
に
、
保

護
者
・
地
域
住
民
・
教
職
員
・

児
童
生
徒
な
ど
、
学
校
づ
く
り

に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
々
が
希

望
を
持
て
る
よ
う
な
新
し
い
学

校
づ
く
り
を
期
待
す
る
。

委
員
会

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

〇
学
校
教
育
環
境
の
あ
り
方
に

つ
い
て

◆
調
査
の
概
要

　

霧
多
布
中
学
校
校
舎
の
老
朽

化
を
見
据
え
、
今
後
の
学
校
教

育
環
境
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

当
委
員
会
で
も
一
定
の
結
論
を

見
出
す
べ
く
、
令
和
３
年
度
か

ら
多
方
面
に
わ
た
り
調
査
検
討

を
し
て
き
た
。

　

令
和
３
年
10
月
に
は
白
糠

町
、
斜
里
町
を
訪
問
し
、「
小
中

一
貫
教
育
」
を
含
む
学
校
教
育

環
境
の
あ
り
方
に
つ
い
て
視
察

調
査
を
実
施
し
た
。
こ
れ
を
踏

ま
え
、
当
委
員
会
は
「
小
中
一

貫
教
育
」
に
着
目
し
、
本
年
度

は
執
行
機
関
で
あ
る
教
育
委
員

会
並
び
に
教
育
委
員
と
の
意
見

交
換
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら

調
査
を
実
施
し
た
。

◆
調
査
意
見

　

当
委
員
会
で
は
、
今
後
の
学

校
教
育
環
境
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
こ
の
２
年
間
多
方
面
か
ら

調
査
検
討
を
重
ね
て
き
た
。
以

下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い

て
の
調
査
意
見
を
述
べ
、
一
定

の
結
論
と
す
る
。

①
学
校
規
模
の
維
持
並
び
に
教

育
内
容
の
充
実
に
つ
い
て

　

少
子
高
齢
化
に
伴
い
児
童
生

徒
数
の
減
少
か
ら
統
廃
合
が
行

わ
れ
、
現
在
は
４
地
区
に
そ
れ

ぞ
れ
小
・
中
学
校
が
配
置
さ
れ

て
い
る
。
今
後
さ
ら
に
統
廃
合

が
進
む
こ
と
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
衰
退
も
懸
念
さ
れ
る
。�

　

学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
学
校
規
模
を
維
持

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え

る
が
、
検
討
に
当
た
っ
て
は
保

護
者
や
地
域
の
声
を
十
分
に
聞

い
た
上
で
慎
重
に
進
め
る
べ
き

と
考
え
る
。

②
学
校
の
施
設
整
備
に
つ
い
て

　

現
在
の
霧
多
布
中
学
校
の
校

社
会
文
教

常
任
委
員
会

浜中町の新しい学校づくりに向けて
適正規模・適正配置の検討を開始する
　今後の学校教育環境のあり方について、２年間にわ
たり調査を実施し、３月定例会で報告。

斜里町での視察調査
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広
報
公
聴
常
任
委
員
会
で
は

議
会
活
動
の
状
況
な
ど
の
説
明

責
任
を
果
た
す
と
と
も
に
、
住

民
と
議
会
と
の
意
思
疎
通
を
図

り
、
住
民
の
意
見
を
聴
き
議
会

運
営
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に

「
議
会
報
告
と
町
民
と
の
意
見

交
換
会
」
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

そ
の
第
１
回
目
と
し
て
各
産

業
団
体
青
年
部
を
対
象
に
意
見

交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
概

要
を
以
下
に
掲
載
し
ま
す
。

◆
開
催
日

令
和
５
年
２
月
８
日
（
水
）

◆
開
催
場
所

　

浜
中
町
役
場
３
階
会
議
室

◆
出
席
者

　

浜
中
漁
協
青
壮
年
部
６
名

　

散
布
漁
協
青
年
部
４
名

　

浜
中
町
農
協
青
年
部
３
名

　

浜
中
町
商
工
会
青
年
部
３
名

　

浜
中
町
議
会
議
員
11
名

◆
実
施
内
容

①
議
会
報
告（
議
会
概
要
報
告
、

各
委
員
会
活
動
報
告
）

②
意
見
交
換
（
３
つ
の
テ
ー
マ

に
分
か
れ
少
人
数
で
の
意
見
交

換
）

テ
ー
マ
Ａ
「
議
会
と
町
民
の
役

割
に
つ
い
て
」

テ
ー
マ
Ｂ
「
産
業
振
興
に
つ
い

て
」

テ
ー
マ
Ｃ
「
人
口
減
少
社
会
に

向
け
て
」

議会報告議会報告とと町民町民とのとの意見交換会意見交換会
主管：広報公聴常任委員会主管：広報公聴常任委員会

各
産
業
団
体
青
年
部
と
意
見
交
換
会
を
実
施

◆
主
な
意
見
交
換
内
容

テ
ー
マ
Ａ

①
こ
の
町
に
欲
し
い
も
の
は

②
議
会
の
定
数
削
減
に
対
し
て
は

③
議
会
に
関
心
は
あ
る
か

テ
ー
マ
Ｂ

①
産
業
の
現
状
認
識

②
目
指
す
べ
き
姿
・
課
題

③
課
題
達
成
に
向
け
て
の
施
策

テ
ー
マ
Ｃ

①
後
継
者
就
業
交
付
金
に
関
し
て

②
婚
活
支
援
に
関
し
て

③
移
住
定
住
支
援
事
業
に
関
し
て

　

当
日
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
各
産
業
団
体
青
年
部
の
皆
様

に
は
、
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
議

員
全
員
で
共
有
し
今
後
の
議
会

活
動
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

参
加
者
か
ら
の
感
想
と
し

て
、
ま
た
次
回
こ
の
よ
う
な
機

会
が
あ
れ
ば
参
加
し
た
い
と
い

う
声
が
多
く
あ
り
、
年
に
１
回

は
開
催
し
て
欲
し
い
と
い
う
声

も
あ
り
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の
で
そ
ち
ら

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

浜
中
町
議
会
で
は
、
議
会
活

動
の
報
告
と
意
見
交
換
を
す
る

団
体
・
グ
ル
ー
プ
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。
意
見
交
換
会
を

希
望
す
る
場
合
は
、
議
会
事
務

局
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申し込み先

浜中町議会事務局
TEL：62-2265
FAX：62-2116
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田
甫�

「
浜
中
町
バ
イ
オ
マ
ス

産
業
都
市
構
想
」
が
国
の
認
定

を
受
け
た
。
こ
の
事
業
目
的
と

波
及
効
果
は
。

町
長�

家
畜
糞
尿
な
ど
を
活
用

し
た
発
電
で
地
域
循
環
型
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
創
出
し
、
Ｃ
Ｏ
２
の

削
減
を
目
指
す
。
経
済
効
果
は

年
間
約
20
億
円
で
関
連
事
業
を

含
め
約
１
８
０
人
の
雇
用
創
出

が
見
込
ま
れ
る
。

田
甫�

今
後
の
進
め
方
は
。

町
長�

先
進
地
視
察
を
含
め
、

４
月
中
に
設
立
予
定
の
町
お
よ

び
民
間
団
体
や
有
識
者
で
組
織

す
る
「
バ
イ
オ
マ
ス
推
進
協
議

会
」
を
中
心
に
進
め
る
。

田
甫�

こ
の
事
業
は
、
単
な
る

農
業
施
策
で
は
な
い
こ
と
か
ら

酪
農
家
に
と
っ
て
の
費
用
対
効

果
を
示
し
参
画
し
て
も
ら
う
こ

と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
が
。

町
長�

１
０
０
頭
規
模
の
農
場

で
は
、
現
在
よ
り
年
間
42
万
円

ほ
ど
経
費
が
増
え
る
が
、
消
化

液
の
散
布
に
よ
り
臭
気
の
軽
減

や
雑
草
種
子
の
死
滅
が
図
ら

れ
、
良
質
な
粗
飼
料
の
収
穫
が

バイオガスプラント
� 事業の推進を
ゼロカーボンの町を
� 民間との協働で

問

答

田�甫　哲�朗��議員

一般質問一般質問

町
長�

参
画
す
る
農
家
戸
数
が

決
定
し
た
後
に
、
改
め
て
事
業

収
支
計
画
を
作
成
す
る
。
20
年

後
の
試
算
も
委
託
業
者
と
協
議

し
て
計
画
に
反
映
し
た
い
。

田
甫�

予
定
で
は
、
令
和
９
年

度
本
格
稼
働
・
売
電
開
始
で
あ

る
が
、
余
剰
熱
な
ど
を
活
用
し

た
新
た
な
事
業
の
創
出
は
。

町
長�

先
進
事
例
で
は
、
余
剰

熱
を
利
用
し
た
フ
ル
ー
ツ
栽
培

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
視
察
な

ど
を
行
い
浜
中
町
に
適
し
た
活

用
を
協
議
し
て
い
く
。
ま
た
、

20
年
後
の
電
力
は
、
設
立
予
定

の
地
域
電
力
会
社
を
通
じ
て
公

共
施
設
を
手
始
め
に
家
庭
へ
の

販
売
を
考
え
て
い
る
。

　

将
来
的
に
は
、
水
素
や
メ
タ

ノ
ー
ル
の
生
成
事
業
も
目
指
し

た
い
。

田
甫�

50
億
円
規
模
の
大
型
事

業
で
あ
り
新
た
な
可
能
性
を
秘

め
た
事
業
で
も
あ
る
。
成
功
さ

せ
る
に
は
、
町
の
熱
意
が
最
も

重
要
と
考
え
る
が
。

町
長�

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
町
に

向
け
た
第
一
歩
で
あ
り
、
食
糧

生
産
基
地
と
し
て
酪
農
業
の
発

展
に
も
寄
与
す
る
事
業
と
捉
え

て
い
る
。
成
功
に
向
け
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
行
く
。

 

 

 

 

 

浜中町バイオマス産業都市構想 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

北海道浜中町 

令和４年９月 

 

見
込
ま
れ
る
。
穀

物
飼
料
を
減
ら
せ

る
効
果
も
期
待
で

き
る
。

　

酪
農
家
へ
の
説

明
会
は
５
～
６
月

中
旬
を
予
定
し
て

い
る
。

田
甫�

Ｆ
Ｉ
Ｔ
期

間
内（
20
年
）の
売

電
収
入
で
建
設
費

の
返
済
を
終
え
る

計
画
で
あ
る
が
、

そ
の
後
の
運
営
収

支
を
試
算
す
る
こ

と
も
必
要
で
は
。
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と
自
信
を
持
ち
続
け
る
た
め
に

養
殖
ウ
ニ
の
差
別
化
を
図
る

「
地
理
的
表
示
（
Ｇ
Ｉ
）
保
護
制

度
」
の
登
録
を
。

町
長�

令
和
３
年
に
申
請
し
た

が
、
赤
潮
の
発
生
で
中
止
。
本

年
１
月
に
審
査
が
再
開
、
令
和

６
年
８
月
頃
に
昆
布
だ
け
で
育

て
た
「
浜
中
養
殖
ウ
ニ
」
が
登

録
さ
れ
る
見
込
み
。

川
村�

③
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
を
扱
う
事
業
所
な
ど
へ
町
独

自
の
補
助
を
拡
充
し
て
は
。

町
長�

商
工
振
興
対
策
事
業
補

助
を
活
用
し
、
新
規
事
業
所
も

増
え
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
納
税

は
、
10
億
円
を
超
え
て
お
り
、

特
産
品
の
開
発
に
支
援
す
る
。

川
村�

④
景
観
条
例
・
景
観
計

画
の
策
定
は
。

町
長�
令
和
４
～
５
年
度
で
策

定
。
条
例
施
行
は
令
和
６
年
４

月
と
す
る
。

川
村�

⑤
ハ
マ
ナ
ス
ロ
ー
ド
の

防
草
シ
ー
ト
内
へ
の
植
栽
は
。

町
長�

令
和
４
年
度
に
赤
と
ブ

ル
ー
サ
ル
ビ
ア
２
０
０
株
を
植

え
た
が
塩
害
で
枯
れ
た
こ
と
か

ら
今
年
は
塩
害
に
強
い
ベ
コ
ニ

ア
と
エ
ゾ
カ
ン
ゾ
ウ
を
植
え
る
。

川
村�

⑥
職
員
の
副
業
（
昆
布

干
し
な
ど
）
を
認
め
る
制
度
の

創
設
時
期
は
。

町
長�

職
員
が
積
極
的
に
地
域

活
動
参
加
で
き
る
よ
う
規
則
を

つ
く
り
、
許
可
す
る
基
準
を
明

確
化
し
、
４
月
か
ら
運
用
開
始

す
る
。
週
８
時
間
を
越
え
な
い

範
囲
内
で
土
・
日
・
祝
祭
日
。

町
広
報
で
周
知
す
る
。

川
村�

⑦
特
定
空
き
家
の
解
体

助
成
額
の
上
限
50
万
円
を
解
体

川
村�

任
期
中
に
検
討
課
題
と

し
た
項
目
の
対
応
を
伺
う
。

　

①
町
営
バ
ス
の
湯
沸
地
区
へ

の
運
行
は
。

町
長�

町
の
諮
問
機
関
で
協
議

し
た
が
、
運
行
時
間
や
バ
ス
の

台
数
確
保
が
難
し
い
の
で
70
歳

以
上
の
高
齢
者
に
助
成
の
バ
ス

券
５
千
円
を
１
万
円
に
倍
増
し

対
応
し
た
い
。
公
正
を
期
す
た

め
、
全
高
齢
者
に
追
加
助
成
。

川
村�
②
漁
業
後
継
者
が
意
欲

任期中の一般質問で
� 検討課題とした対応は
検討項目のすべてに
� 前向きに答弁

問

答

川�村　義�春��議員

一般質問一般質問

町バス・ハイヤー・ゆうゆで入浴、食事に使えるバス券

費
用
の
実
態
に

合
わ
せ
て
増
額

す
べ
き
で
は
。

町
長�

住
宅
な

ど
の
解
体
費
用

は
、
５
割
増
し

の
状
況
に
あ
る

の
で
本
年
度
か

ら
助
成
の
上
限

を
１
０
０
万
円

に
倍
増
す
る
。

川
村�

⑧
津
波

緊
急
事
業
は
計

画
ど
お
り
進
む

の
か
。

町
長�

人
工
高

台
の
造
成
は
、

２
カ
年
に
延
長

の
ほ
か
霧
多
布

高
校
の
校
舎
を

避
難
場
所
と
す

る
改
修
工
事
、

避
難
タ
ワ
ー
の
建
設
４
基
、
救

命
艇
の
配
備
は
、計
画
ど
お
り
。

川
村�

⑨
酪
農
経
営
者
へ
の
町

独
自
の
支
援
策
は
。

町
長�

国
の
事
業
と
合
わ
せ
搾

乳
牛
１
頭
当
り
１
４
０
０
円
×

１
万
２
７
８
６
頭
分
１
７
９
７

万
円
を
町
単
独
補
助
。（
年
度
内

支
給
。）
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０
万
円
増
で
、
歳
入
の
約
４
割

は
地
方
交
付
税
に
依
存
し
て
い

る
。
建
築
事
業
で
は
可
能
な
限

り
地
方
債
を
充
て
、
町
の
振
興

政
策
な
ど
は
ふ
る
さ
と
納
税
基

金
繰
入
金
を
活
用
し
て
い
る
。

本
庁
舎
を
は
じ
め
と
し
た
公
共

施
設
の
維
持
管
理
費
や
人
件

費
、
社
会
保
障
費
の
増
加
な
ど

に
よ
り
、
財
源
不
足
を
解
消
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
補
填
財
源

と
し
て
財
政
調
整
基
金
あ
る
い

は
公
共
施
設
整
備
基
金
か
ら
の

繰
り
入
れ
を
せ
ざ
る
を
得
な
い

よ
う
な
非
常
に
厳
し
い
予
算
編

成
に
な
っ
た
。

　

総
合
計
画
の
最
終
年
度
と
な

る
令
和
11
年
度
の
推
計
は
、
実

質
公
債
比
率
が
15
・
１
％
ま
で

上
昇
し
、
将
来
負
担
率
に
つ
い

て
は
１
５
６
・
１
％
と
な
る
が
、

財
政
運
営
上
の
制
約
を
受
け
る

水
準
ま
で
は
達
し
な
い
と
見
込

ん
で
い
る
。

　

た
だ
し
、
財
源
補
填
の
目
的

で
基
金
の
繰
り
入
れ
を
続
け
る

と
財
政
難
に
陥
る
。
ま
た
、
人

口
減
に
伴
っ
て
交
付
税
が
減
少

す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
る
必

要
が
あ
る
。

　

今
後
想
定
さ
れ
る
財
源
不
足

に
備
え
て
、
財
政
規
模
に
あ
っ

た
運
営
を
心
掛
け
た
い
。

渡
部�

２
月
の
ト
ル
コ
・
シ
リ

ア
大
地
震
、
２
月
25
日
の
冬
期

夜
間
に
発
生
し
た
釧
路
沖
地
震

（
Ｍ
６
・
０
）
を
受
け
て
、
津
波

避
難
地
域
住
民
の
防
災
意
識
の

高
ま
り
を
感
じ
る
が
、
今
後
の

協
議
の
予
定
は
。

町
長�

い
か
に
早
く
避
難
す
る

か
、
冬
期
間
で
も
避
難
経
路
を

確
保
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
い
る
。
町
と
し
て
は
、
事
業

計
画
の
内
容
を
重
視
す
る
こ
と

と
な
る
が
、
地
域
の
声
を
聞
く

こ
と
も
大
切
な
の
で
、
今
後
協

議
し
た
い
。

渡
部�

感
染
症
や
不
安
定
な
国

際
社
会
情
勢
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

影
響
に
よ
り
世
界
的
に
景
気
低

迷
が
続
く
状
況
の
中
、
来
年
度

の
一
般
会
計
予
算
は
前
年
度
比

較
で
16
・
１
％
増
の
92
億
６
３

０
０
万
円
で
予
算
編
成
さ
れ
、

公
共
施
設
改
修
や
津
波
避
難
施

設
整
備
に
重
点
が
置
か
れ
て
い

る
。

　

町
政
執
行
方
針
で
は
具
体
的

な
施
策
が
見
受
け
ら
れ
ず
、
過

渡�部　貴�士��議員

一般質問一般質問

今後の財政状況は

非常に厳しい

問

答

問
町
民
の
防
災
意
識
の�

�

高
ま
り
は

答
安
全
に
早
く
避
難
す
る�

�

方
法
を
協
議
し
た
い

去
の
執
行
方

針
で
は
「
引

き
続
き
厳
し

い
財
政
状
況
」

と
表
現
さ
れ

て
い
た
も
の

が
、「
非
常
に

厳
し
い
財
政

状
況
」
と
文

言
が
変
わ
っ�

て
町
財
政
の

深
刻
度
が
増

し
た
よ
う
に

感
じ
ら
れ
る
。

財
政
の
現
状

と
今
後
の
推

計
は
。

町
長�

令
和

５
年
度
一
般

会
計
予
算
は

前
年
度
比
約

12
億
８
０
０

ふるさと納税寄付金は町の行う事業に充当されている
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霧
多
布
高
校
に
入
学
し
て
二

年
が
経
ち
ま
し
た
。
入
学
し
て

か
ら
現
在
ま
で
の
間
、「
浜
中

学
」
で
浜
中
町
に
つ
い
て
学
ぶ

中
で
、
ま
だ
ま
だ
浜
中
町
に
つ

い
て
知
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。

　

一
年
生
の
と
き
は
、
一
次
産

業
で
あ
る
漁
業
・
酪
農
、浜
中
町

に
あ
る
自
然
に
つ
い
て
な
ど
、

町
民
の
方
か
ら
講
話
を
い
た
だ

い
た
り
、
浜
中
町
の
食
材
を
使

っ
て
ピ
ザ
を
作
っ
た
り
し
ま
し

た
。
知
っ
て
い
る
こ
と
も
知
ら

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
わ
せ
て
、

と
に
か
く
多
く
の
「
浜
中
町
に

関
す
る
こ
と
」
を
学
び
、
知
識

と
し
て
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

二
年
生
に
な
っ
て
か
ら
は
、

一
年
生
で
学
ん
だ
こ
と
を
も
と

に
、
考
え
を
深
め
る
力
を
磨
き

ま
し
た
。
中
で
も
、「
デ
イ
キ
ャ

ン
プ
」
と
い
う
テ
ン
ト
を
張
る

体
験
、
川
釣
り
体
験
、
焚
き
火

と
地
元
の
食
材
を
使
っ
て
の
昼

食
づ
く
り
体
験
な
ど
一
日
か
け

て
浜
中
町
の
自
然
に
触
れ
る
企

画
を
行
い
ま
し
た
。
私
は
川
釣

り
の
グ
ル
ー
プ
だ
っ
た
た
め
、

木
の
枝
か
ら
釣
り
竿
を
作
り
ま

し
た
が
、
事
前
準
備
か
ら
と
て

も
ワ
ク
ワ
ク
し
、
デ
イ
キ
ャ
ン

プ
当
日
も
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
私
は
キ
ャ
ン
プ

自
体
未
経
験
だ
っ
た
の
で
、
最

初
は
不
安
で
し
た
が
、
意
外
と

手
軽
に
始
め
ら
れ
る
こ
と
も
た

く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
知
り
、
数

時
間
だ
け
で
も
自
然
と
触
れ
合

う
き
っ
か
け
に
な
る
と
感
じ
ま

し
た
。
ま
た
、
霧
多
布
湿
原
セ

ン
タ
ー
か
ら
見
る
湿
原
と
浜
中

町
の
街
並
み
が
き
れ
い
で
、
浜

中
町
の
自
然
の
豊
か
さ
を
再
認

識
し
ま
し
た
。
こ
の
景
色
を
多

く
の
人
に
見
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

十
月
に
先
輩
方
が
行
っ
た
浜

中
学
報
告
会
に
参
加
し
て
か

ら
、
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
の
経
験
も

踏
ま
え
て
「
自
分
た
ち
で
ツ
ア

ー
を
企
画
し
た
い
」
と
皆
で
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現

在
は
九
つ
の
班
に
分
か
れ
て
、

企
画
の
具
体
化
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
一
年
間
で
、
一

つ
の
こ
と
を
掘
り
下
げ
て
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
ま
た
そ
の
楽
し
さ
も
実
感

し
て
い
ま
す
。
三
年
生
の
一
年

間
は
、「
浜
中
学
」
の
集
大
成
の

年
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
の
学

び
も
、
先
輩
た
ち
の
よ
う
に
成

果
と
し
て
し
っ
か
り
と
報
告
で

き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

霧
多
布
高
等
学
校

２
年
Ａ
組

�

福
澤　

孝た
か

哉や

●
揮　

毫　

書
道
部
３
年
Ａ
組�

二
ツ
森
美
空 

さ
ん

●
読
み
方　

ず
い
し
ょ
く
せ
ん

●
意　

味　

め
で
た
い
光
景
。

浜
中
町
海
の
恵
み
ま
る
ご
と
フ
ェ
ア	

	

　
　
　
3
月
23
日
撮
影

　
浜
中
町
海
の
恵
み
ま
る
ご
と
フ
ェ
ア
が
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
本
町
の
海
産
物
で
あ
る
カ
ニ
や
ホ
ッ
キ
な
ど
が
販
売
さ
れ
、

多
く
の
お
客
さ
ん
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

この欄に掲載するまちの季節の写真をお寄せください。
次回の発行は令和５年７月15日です。

ご応募はこちらへ　浜中町議会事務局　E-mail: gikai@town.hamanaka.lg.jp    TEL: 62-2265

町のトピックス（話題）を
募集します！


